
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ６分ごと，８分ごとですから 最小公倍数の２４分ごと に何個できるかを考えます。 

   

 

  ２４分で A と B で ４＋３＝７個 ずつ作ることができます。 

                ↓ 

200個作るのに何分かかる？ 

200÷7＝28 あまり 4  →  ２４分の周期が２８回くり返し，あと４個分の時間。 

 

右の図より，4個作るのに 16分かかる 

ので，全部で 

24分×28＋16分＝688分 

688÷60＝11 あまり 28 

    ↓ 

11時間 28分 
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11時間 28分 

 

テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル 

 


